
一

講
習
を
行
う
機
関
、
講
習
の
期
間
及
び
受
講
者
の
人
数
等

講
習
を
行
う
機
関

講
習
の
期
間

受
講
者

の
人
数

問
い
合
わ
せ
先

国
立
大
学
法
人

北
海
道
教
育
大
学

七
月
二
十
五
日
〜

八
月
十
四
日

三
十
名

国
立
大
学
法
人
北
海
道
教
育
大
学
学
務
部
教
務
課

電
話
〇
一
一
（
七
七
八
）
〇
二
六
五

国
立
大
学
法
人

東
北
大
学

六
月
二
十
一
日
〜

八
月
六
日

百
二
十
名

国
立
大
学
法
人
東
北
大
学
教
育
学
部

電
話
〇
二
二
（
七
九
五
）
六
一
〇
五

国
立
大
学
法
人

秋
田
大
学

七
月
十
三
日
〜
八

月
六
日

五
十
名

国
立
大
学
法
人
秋
田
大
学
教
育
文
化
学
部

電
話
〇
一
八
（
八
八
九
）
二
五
〇
三

国
立
大
学
法
人

宇
都
宮
大
学

七
月
二
十
日
〜
八

月
十
二
日

百
二
十
名

国
立
大
学
法
人
宇
都
宮
大
学
生
涯
学
習
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー電

話
〇
二
八
（
六
四
九
）
五
一
四
四

国
立
大
学
法
人

金
沢
大
学

七
月
二
十
日
〜
八

月
二
十
日

五
十
名

国
立
大
学
法
人
金
沢
大
学
地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー

電
話
〇
七
六
（
二
六
四
）
五
二
七
二

国
立
大
学
法
人

愛
知
教
育
大
学

七
月
二
十
六
日
〜

八
月
二
十
七
日

六
十
名

国
立
大
学
法
人
愛
知
教
育
大
学
学
生
支
援
課

電
話
〇
五
六
六
（
二
六
）
二
一
七
六

国
立
大
学
法
人

大
阪
大
学

六
月
十
四
日
〜
七

月
二
十
三
日

四
十
名

国
立
大
学
法
人
大
阪
大
学
研
究
推
進
部
研
究
推
進
課

電
話
〇
六
（
六
八
七
九
）
七
〇
三
三

国
立
大
学
法
人

岡
山
大
学

七
月
二
十
日
〜
八

月
十
一
日

五
十
名

国
立
大
学
法
人
岡
山
大
学
教
育
学
部

電
話
〇
八
六
（
二
五
一
）
七
六
〇
五

国
立
大
学
法
人

広
島
大
学

八
月
二
日
〜
八
月

二
十
六
日

四
十
名

国
立
大
学
法
人
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

電
話
〇
八
二
（
四
二
四
）
六
七
〇
八

国
立
大
学
法
人

徳
島
大
学

七
月
二
十
六
日
〜

八
月
二
十
日

四
十
名

国
立
大
学
法
人
徳
島
大
学
学
務
部
教
育
支
援
課

電
話
〇
八
八
（
六
五
六
）
七
〇
八
四

国
立
大
学
法
人

九
州
大
学

七
月
十
九
日
〜
八

月
十
一
日

八
十
名

国
立
大
学
法
人
九
州
大
学
学
務
部
学
務
企
画
課

電
話
〇
九
二
（
六
四
二
）
二
二
四
五

国
立
大
学
法
人

熊
本
大
学

七
月
十
九
日
〜
八

月
二
十
日

四
十
五
名

国
立
大
学
法
人
熊
本
大
学
研
究
・
国
際
部
社
会
連
携
課

電
話
〇
九
六
（
三
四
二
）
三
一
四
四

国
立
教
育
政
策
研

究
所

七
月
二
十
一
日
〜

八
月
二
十
五
日

百
二
十
名

国
立
教
育
政
策
研
究
所
社
会
教
育
実
践
研
究
セ
ン
タ
ー

企
画
課

電
話
〇
三
（
三
八
二
三
）
〇
二
四
一

一
月
十
九
日
〜
二

月
二
十
五
日

百
二
十
名

平成™™年�月˜˜日 金曜日 第œšš˜号官 報
二

受
講
者
の
選
定
の
方
法

受
講
者
の
選
定
は
、講
習
を
行
う
機
関
が
、関
係
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
及
び
文
部
科
学
省
の
関
係
職
員
を
も
っ

て
構
成
す
る
運
営
委
員
会
の
意
見
を
聴
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

注
射

薬
品

名
規

格
単

位
薬

価円
（
そ
）

ソ
リ
リ
ス
点
滴
静
注
3
0
0
„

3
0
0
„
3
0
m
L１
瓶

5
7
7¶
2
2
9

（
ね
）

ネ
ス
プ
注
射
液
1
0
c
g／
１
m
Lプ
ラ
シ
リ
ン
ジ

1
0
c
g１

m
L１
筒

3¶
0
8
6

ネ
ス
プ
注
射
液
1
5
c
g／
１
m
Lプ
ラ
シ
リ
ン
ジ

1
5
c
g１

m
L１
筒

4¶
3
5
8

ネ
ス
プ
注
射
液
2
0
c
g／
１
m
Lプ
ラ
シ
リ
ン
ジ

2
0
c
g１

m
L１
筒

5¶
5
6
4

ネ
ス
プ
注
射
液
3
0
c
g／
１
m
Lプ
ラ
シ
リ
ン
ジ

3
0
c
g１

m
L１
筒

7¶
8
2
3

ネ
ス
プ
注
射
液
4
0
c
g／
１
m
Lプ
ラ
シ
リ
ン
ジ

4
0
c
g１

m
L１
筒

9¶
9
6
6

ネ
ス
プ
注
射
液
6
0
c
g／

0•
6
m
Lプ
ラ
シ
リ
ン
ジ

6
0
c
g
0•
6
m
L１
筒

1
4¶
0
3
1

ネ
ス
プ
注
射
液
1
2
0
c
g／

0•
6
m
Lプ
ラ
シ
リ
ン
ジ

1
2
0
c
g
0•
6
m
L１
筒

2
4¶
8
6
5

ネ
ス
プ
注
射
液
1
8
0
c
g／

0•
9
m
Lプ
ラ
シ
リ
ン
ジ

1
8
0
c
g
0•
9
m
L１
筒

3
5¶
3
4
3

（
ひ
）

ビ
ク
ト
ー
ザ
皮
下
注
1
8
„

1
8
„
３
m
L１
キ
ッ
ト

9¶
9
6
0

（
へ
）

ベ
ク
テ
ィ
ビ
ッ
ク
ス
点
滴
静
注
1
0
0
„

1
0
0
„
５
m
L１
瓶

7
5¶
5
6
7

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
九
十
二
号

社
会
教
育
主
事
講
習
等
規
程
（
昭
和
二
十
六
年
文
部
省
令
第
十
二
号
）
第
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
二
年

度
に
お
い
て
社
会
教
育
主
事
の
講
習
を
行
う
機
関
、
講
習
の
期
間
及
び
受
講
者
の
人
数
並
び
に
受
講
者
の
選
定
の
方
法

等
を
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
十
一
日

文
部
科
学
大
臣

川
端

達
夫

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
四
十
号

診
療
報
酬
の
算
定
方
法
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
五
十
九
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、使
用
薬
剤
の
薬
価（
薬

価
基
準
）（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
二
年
六
月
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

長
妻

昭

別
表
に
第
８
部
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
８
部

追
補

_

内
用

薬
品

名
規

格
単

位
薬

価
円

（
ね
）

ネ
シ
ー
ナ
錠
6•
2
5
m
g

6•
2
5
m
g１
錠

6
0•
2
0

ネ
シ
ー
ナ
錠
1
2•
5
m
g

1
2•
5
m
g１
錠

1
1
2•
2
0

ネ
シ
ー
ナ
錠
2
5
m
g

2
5
m
g１
錠

2
0
9•
4
0

（
め
）

メ
タ
ク
ト
配
合
錠
Ｈ
Ｄ

１
錠

1
5
8•
0
0

メ
タ
ク
ト
配
合
錠
Ｌ
Ｄ

１
錠

8
4•
6
0

（
ゆ
）

ユ
ニ
シ
ア
配
合
錠
Ｈ
Ｄ

１
錠

1
5
0•
3
0

ユ
ニ
シ
ア
配
合
錠
Ｌ
Ｄ

１
錠

1
5
0•
3
0

（
り
）

リ
リ
カ
カ
プ
セ
ル
2
5
m
g

2
5
m
g１
カ
プ
セ
ル

1
0
0•
5
0

リ
リ
カ
カ
プ
セ
ル
7
5
m
g

7
5
m
g１
カ
プ
セ
ル

1
6
7•
1
0

リ
リ
カ
カ
プ
セ
ル
1
5
0
m
g

1
5
0
m
g１
カ
プ
セ
ル

2
2
9•
0
0

（
ろ
）

ロ
ゼ
レ
ム
錠
８
m
g

８
m
g１
錠

8
2•
6
0

š
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